
鉄筋コンクリート（１）：中間テスト 11/6/2006 

解答と解説 
 

問題 1：下記の設問に解答せよ(単位に注意し、有効桁数は３桁とする)。解答には、下線を記すこと。 

ただし，不要な条件も含まれている場合がある。 

 
１．直径１５cm/高さ３０cm の２つの円柱供試体を用いて、高強度コンクリート（圧縮強度 60N/mm2）の

圧縮試験を行った。このとき、次の諸量を解答せよ。 

① 弾性係数（ヤング率）と引張強度、 

22' /35/60 mmkNEmmNf cc =⇒=  、引張強度： 23/23/2' /53.3)60(23.023.0 mmNff ct ===  

 

②  応力が２０N/mm2 生じたときの荷重とひずみ、 

kNmmNmmP 7.70/20150/2)( 222 =⋅= π 、 3-
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③  破壊時の圧縮荷重（最大荷重）。 

MNkNmmNmmP 06.11060/60150/2)( 222 ==⋅= π  

 

２．径が D38（公称断面積=11.40cm2），長さが２００cm の鉄筋鋼棒（ＳＤ295）を５ｍｍ 引張った（変形

させた）。このとき、次のことを解答せよ。 

① 弾性係数と引張ひずみ 

弾性係数： 2/200 mmkNEc =  、引張ひずみ： -3105.22000/5 ×== mmmmsε  

 

② 降伏しているか？  

降伏ひずみ： 310475.110200/295 3 −×=×=yε 、 ys εε > ：従って、降伏している 

 

③  応力 

δ=5ｍｍの引張により、この部材は降伏しているので、
2/295 mmNf ys ==σ  
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３．同一の鉄筋種類（異形鉄筋 390SD ）に対して，次のようなの２つの供試体（供試体 a と供試体 b） 

を用意した．供試体 a： cmLD 50,38 = , 供試体 b： cmLD 100,38 = . 

このときの，図-１ 応力～ひずみ曲線、および図-２ 荷重～変形曲線を作図せよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降伏時の荷重： cmL 05= 、 cmL 100= ともに： kNmmNmmfAP ysy 6.444/103901140 232 =×⋅==  

降伏時の変位： cmL 05= ： mmmmLyy 975.05001095.1 3 =⋅×=⋅= −εδ   

       cmL 100= ： mmmmLyy 95.110001095.1 3 =⋅×=⋅= −εδ   

 

４．中心圧縮荷重 P=14ＭN を受ける鉄筋コンクリート部材について、以下を解答せよ． 

・断面（正方形）：1000mm×1000ｍｍ、総鉄筋量：14×Ｄ38。 

・コンクリート：圧縮強度 40/mm2、異形鉄筋 390SD  

① 剛度係数： 01596.01000/114041,452.631/200 2 =×=== pn 、 1030.001596.0452.6 =×=np  

② 平均応力σ： 2226 /0.14)1000/(1014 mmNmmN =×=σ  
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σ  、別解： 2/9.817.12452.6 mmNn cs =⋅== σσ  

⑤ 検算：P= MNDAA sscc 4.0112.71.3112.7100081.9)3814( 2 ＝）（ +=⋅+⋅=+ σσ  
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図-１  応力～ひずみ曲線 

δ(mm) 

P(kN) 

図-２  荷重～変位曲線 
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